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1.序:水辺に来訪する神
『ゲルマーニア~ 4 0章に記されたネルトワスは terramater r大地の母Jと規定され

ているものの、そのラテン語の神名 Nerthusが北欧の Njordrと一致することについては

従来よりほとんど異論がなかった。ひとしくこの女神を崇拝したゲルマーニア北縁の七族

のうち、レウディーグニ、スアルドーネスおよびヌイトーネス (Nuitonesを*Huitones

の誤記とする説)の三部族について、それぞれ「赤」族(germ. *reuda -)、「黒J族

(germ.*Sua此ones)、f白j 族 (germ.*hwita -)の意に解する見方がある (Schroder)。こ

れら三種の色名がはたして女神にまつわる儀礼の役割り分担を意味するのか、あるいは「リ

ーグの歌j に示唆されているように、奴隷 cr黒しリ種族)、農民 (r赤J)、王侯 cr白J) の

三身分を表徴しているとみなすべきかについて(水野 1998a)、現段階では判断できない。

しかし、「海上の島jから女神の依りましきたる聖車を載せて、祭司がユトランド半島のあ

る一画をめざすからには、まぎれもなく「船j による来着を示唆している(水野 1996)。

牛車に牽かれて女神が「来訪Jするにふさわしき所はすべて「祭場Jとなり、この時、人々

のあいだで paxet quies r平和と安息Jが強く意識されるという。人々との交渉が終れば、

祭司は女神を「神殿に送り返すJとされる。このように海のかなたから来往し、人里に平

和と幸をまねき寄せるネルトウスは、 f平和と豊能Jを司る父子神ニヨ/レズ・プレイの特性

に合致している。過去の拙論において、折口信夫の用語を適用し、「北欧のマレピトJと

命名した由縁である(水野 1996; 1998b ; 2000b)。もうひとつ見逃せぬことは、七部族が

共通して崇拝する神が海辺に参着するときを見定め、これを「平和Jと大地豊僕の祭日と

して祝祭化することによって、多分に同族意識を昂揚させたということである。

2.0E.wangとON.vangr
Go.waggsが Gr.paradeisosr楽園j の訳語に充当されていることはよく知られてい

る crコリント後書J12・4)。同系語の OE. wangが「水豊かな光輝く野j を意味し、

古ゲ、ルマンの「楽園jの基本概念を有していることについては既に詳論した(水野 1984)。

一方 ON.vangrは、ソールとプレイヤのそれぞれの居住地 Trudvangarr力の野j と

Folkvangar r軍勢の野」の第 2要素に用いられている。生と死の両義性をひめた-vangar

が複数形であることに注目したい。ソールの「戦闘力の発現の地Jとしての野原は(水

野 2002a，58)、他方、女神プレイヤによって選ばれた戦死者の常住の地でもあった

(Gylf 24)。

ノルウェ一語 vangは、しばしば seteri (夏期の)山間の酪農場」の周辺に広がる「放



牧地;夏期の牧野」を意味している (Haugen，471)。たとえば Vang(Hedmark地方)、

Vangen (Sogn地方)、あるいは Evanger(Hordaland地方)などの地名に用いられてい

る。 Leikanger(Mのreog Romsdal地方の Stadlandet岬およびソグネ・フィヨルド)や

Leikong (Gurski島)は、 ON.leikvangir r (家畜の遊ぶ)放牧地J(複数形)に由来して

いる (Sandnes& Stemshaug， 202)。ノルウェーのこれらの-vang (r) 地名は、海辺や

フィヨルドの近辺、もしくは河川や湖水などの「水辺」から少し離れた所に位置して

おり、「水辺の放牧地j を基本義として確定できる。

ノノレウェーの地名では、 -heimr，-land， -ey， -vik， -hof， -holl， -vinなどがニョ

ルズ名と結びつくことが指摘されているが (Elgqvist1952， 57)、地名学者たちはとく

に Tysnes島 (Hordaland地方)の古名 Njardarlog(または Njardarlaug) に着目して

きた。ただしその島名を、「ニョルズの法の裁き J(M. Olsen)、「ニョルズが司る平和

(の地)J (J. Sahlgren)、あるいは「ニョルズの休裕の地J(Elgqvist)のいずれに解

するかで説が分かれている (Elgqvist1952， 77-80)。このうち最後の解釈は、ネルト

ウスの numen r神性J を「湖水にて洗い清める」という『ゲ、ルマーニア~ 40章の記録

を想起させ、とくに興味深い。

E. エルグ、クヴィストの精綴な地名研究によれば、異教の神名*Ullinnが地名に用い

られた例は比較的少数だが、ノルウェーでは ON. akr r耕地J、hofr異教の聖域Jのほ

かに、 ON.vangr r (牧)草地」と結びついた例がある。 Ullensvangという地名 (Hordaland

地方)は「教会敷地の周辺の野原Jを表わしているが、 *Ullinnという古き神名が第 1

要素となっていることから、より古くは「異教時代の民会の場j を指していたと解さ

れている (Elgqvist1955， 26)。ちなみに ON. all-vangrは almanna-vangrの短縮形

で、「全員が集う野原」を意味していた (Cleasby& Vigfusson， 678)。

OdinnとOdrの対応と、 *UllinとUllrの対応関係が相似していることから、地名に

のみ表れる神名*Ullinnは、スキーに乗り弓矢を射る神ウツノレ (Ullr)と関連があると

みなされてきた。だが、ヤン・ドゥ・フリースはこの比例関係に疑念を呈し、オ

ージンは古き神としてのオーズを信仰の上で駆逐したが ウッルの方はウッリンの崇

拝が衰退するまでは元来の地位にとどまり続けたと推定している (deVries 1954)。

もしこの仮説を是とするならば、書かれた神話の中でウッルの「特性j とされる一部

は、本来ウッリンに帰属させられていたことになる。ちなみにウッルについて、次の

ように記されている。「かれは容貌が美しく、戦士としての事績を有している。決闘の

際にはこの神に祈願するとよしリ (Gylf 31)。神名*Ullinnが古時代の「集会の場Jと

しての vangrと結びついたことを重視すれば、 einvigir一対ーの決闘j を司るのは、

元来ウッリンであったのではないか。というのは、近稿でも論述したように、 vangr

と同系の OE.wangは、その用例を検証してみると、勇者と敵手の「神聖なる決闘の野J

を意味していたからである(水野 2001b;2002a)。

ウッルは系譜上「シヴ(ソーノレの妻)の息子j で、雷神ソールの「継子j とされる

(Gylf 31)。ソール神については、巨人フルングニルやゲ、イルロズとの「決闘Jの話が

伝えられている。ただし、ソール対フルング、ニルとの「決闘Jは einvigiと呼ばれ、

野外の「決闘の場」が holm-stefnaと表記されているのに対して (Skm 24)、ゲイノレ

ロズとの「対戦」は leikrの名で呼ばれ、後述するように、ゲイノレロズの館の中で行
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なわれており (Skm26)、区別されていたようである oholmr r決闘」は当然、 holm-ganga

r J 11中島または小島へ決闘に出向くこと Jを意味していた。ドゥ・フリースによれば、

古代の戦争は、単に血なまぐさい争闘ではなかった。それは元来、特定の法に照らし

て、競合する双方の「言い分・主張J(ドイツ語 Sache参照)に裁きを下すことであり、

いずれの側に「正義Jがあるかは、勝敗の決定神テュールが裁きたまうと考えられて

いた。両軍相入り乱れての実戦となる前に、しばしば日時と場所を先決し、それぞれ

の側を代表する戦士による一対ーの決闘が行われたのも、そのような神の裁きを占う

意味があったからだ、という解説がなされている (deVries 1957， II， 13-4)。した

がってこの図式を借り受ければ、ソール対フルングニルの holmrr決闘」は、それぞれ

アース神族と巨人族の「集団」を代表する両者が、水辺の地にて「正義」の神テュー

ルの裁きを仰ぐところにその原義があったと言えよう(水野 1981a，103-7)。

しかし、ソールの継子ウッルは決闘を司る神であるから、その加護を得て、対フル

ング、ニルとの決闘は最初から勝敗が決定されていたのように思える。また、ウッルが

新参の神で、ソーノレの「継子」であるならば、ウッリンはその「実子j とみなされて

いた可能性がある。その推測はさておき、ソールの妻 Sifの名は、従来より解されて

きたように、 Go.sibja r親族関係j、OE.sibb r同族Jなどと同系である (deVries， 

473) 0 S.ブアイストは語源不詳としながらも、これらの関連語葉として古代インドの

sabha r集会;集会をひらく広間;裁きの庭J、sabhyasr村の共同体の集会j をあげて

いる (Feist，417)。この語源解に基づけば、古来の社会慣行としての集会は、 f同族j

としての意識を再確認し、共同体構成員の結束をはかる機能を果たしたと言えるだろ

う。また Sifが決闘神ウッノレの実母であるという系譜を重視すれば、「同族・親族J意

識の昂揚が、一方では「決闘」を「法的に公認、Jする状況を生み出したと言えようか。

この推定に立てば、「民会の野jとしての vangrは、古時代の「裁きの庭Jひいては「決

闘の野j の観念に帰着してゆくだろう。これらの問題についてはなお詳しい検討を要

するが、先述した almanna-vangr(all-vangr)が almanna-tingr全体集会J(alting) 

と造語上対応しているのは明らかである。 ON.ting-vollr r民会の野j の語にも代表

されるように、古時代の民会・集会は野外にて行なわれた(マン島の Tynwaldとシェ

トランドの Tingwallを参照:Cleasby & Vigfusson， 738) 0 holm-ganga r決闘j が水

辺での神占であったように、民会での討議も、水辺にて godr神々 Jの裁きを仰ぐこと

を意味していたとみなしうる。

3.決闘の野:OE. wang 
さて、イェーアト(南西スウェーデン)の勇士ベーオウルフは、グレンデルとその

母、および竜と対決し、それぞれを討ち果たしているが、すでに詳論を加えたように、

これら三つの決闘の場所はいずれも wong(または wang)の語で表記されている(水野

2001b， 111 -3)。たとえば第三の敵対者である竜の住み処は wongと呼ばれ、海辺に位

置している (2242; 2409)。

1 ) その塚穴は“広野"(wong)に

完墜にしつらえてあった。 “海の波" (water-yd)が寄せるそばで、
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岬に新しく造られていた。 匠の技をこらして堅固だった。

(2241-43) 

「広野Jと「海の波Jが緊密に連合されている。金杯を盗んだ者がベーオウルフた

ち一行のために、竜の住み処へ道案内を務めるときにも、そのめざす場所は wongr野j

(2409) と呼ばれ、 holm-wylm1海波の渦巻く処J(2411)の近くに、竜がひそむ「塚

穴Jがあることが表現されている。ここに wongとholmが共起していることを見逃し

てはなるまい。それぞれ ON.vangrとholmrの同系語である。旧稿で論及したように

wangの本来の概念は、「幸と富と健康に恵まれ、光あふれ緑なす、海のかなたの常世郷J

であり、また「絶えず憧僚されるべき楽土であり、この世に生命を投げ返す、死と再

生の広野j と定義しうる(拙稿 1984，333-5)。ちなみに『ベーオウルフ』詩中では、

複合語を含めた wangの 15の用例のうち、 8例は明示的あるいは文脈上、「海辺の地;

水辺の野Jを意味し、 5例は太陽または黄金によって「輝きわたる野Jの意味で用い

られている。こうしてみると、竜の住み処としての wongも、「海の波j が打ち寄せる

浜辺であり、古き「楽園j の観念を部分的にとどめていると言えるだろう。

また最近、 OE.grund(ON.grunnr)の語義を分析し、古ゲルマン人が思い描いた「根の

国jに関する議論を展開した。彼らの世界観に照らせば、「この世jの大地の grundと、

海や湖沼の底なる「あの世Jの grundは、「生命と豊鏡あるいは至福の根源の地j とし

て、まさに連続する「底なる根の領域」として把握されていたのである(水野 2001a，

116)。詳しくはその拙論に委ねたいが、竜の住み処を表わす用語 grund-wong1地底の

原J(2588; 2770) は、この意味できわめて注目に値する。莫大な宝物を占有する竜の

住み処にも、 wang1水の豊かな、光あふれる楽園」の基本イメージが認められること

が分かつた(水野 2002a，52 -4)。本来ならば楽土に満ちあふれる太陽の光のモチーフ

が、竜の時の grund-wong1地底j を表現する文脈では、 wal-fyre1殺裁の炎J(2582) 

または leomaI(金色の旗からの)発光J(2769) に変換させられているのだ。

同様にベーオウルフ対グレンデル、およびその母なる女怪との闘争の場所も wangl広

野」で表記されている。たとえばグレンデルの母は、 grund-wong1水底の広野Jにお

いて、「その“大いなる水" (flod) の領域を 50年も統治していたJと記されている

(1494 -1500)。そして第一の怪物グレンデルとの戦闘は、 Heorot (1鹿の館Jの意)

と称する、海辺から徒歩で行ける王館の「内部」にて行われた。ところが、ベーオウ

ルフが故国に帰還し、ヒュイエラーク王の前でみずからの戦功を回想して語るときに

は、その闘争の場が「あの野原 (wang)Jと呼びなされているのである。

2 ) 1主君ヒュイェーラークよ、 多くの人々にとって

かの大いなる“会戦" (gemeting) は もはや隠れもなきこととなっています、

あの“野原" (wang) にて 私とグレンデルとの間で

いかに死闘の時が費やされたか、 あの場所にて奴は

常勝のシュルド族に対して 数え切れぬ暴虐をはたらき

悲惨事はいつ果てるとも知れませんでした。そのすべてに私が報復したのです。J

(2000 -05) 
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この言葉にみられるように、ベーオウルフは、デーン人にとっては「いつ果てると

も知れぬ」苦悩と悲惨からの救出者として出現したことになる。言い換えると、 12年

の長きにわたって怪物に占拠されていた「光あふれ水の豊かな聖地j または「豊沃な

る野原Jを、ベーオウルフはシュルド族のために奪回したのである(水野 2001b，113)。

こうして勇者ベーオウルフの三種の決闘の場はいずれも wangの用語をもって表現

されているのだが、繰り返すと、この語は ON.vangri民会の野」と同系である。きわ

めて注目すべきことに、勇者と怪物グレンデルとの決闘が micelg，emeting i大いなる

会戦J(2001) と呼ばれているが、 gemetingは同時に「集会Jを意味しうる。要する

にこれら三つの決闘は、勇者ベーオウルフが代表する「部族集団J(シュルド族または

イェーアト族)とそれぞれの魔物に表徴された「異族集団」の間の、水辺での「大集

会J(上記の ON.almanna-vangr;almanna-ting)の意義を有していたことになる。

4.民会と激関の野:tingとvollr

アイスランドの Tingvellir(i民会の野Jの意)において、植民の指導者たちによっ

て最初の立法集会が開催されたのは 930年である。それから 1262年まで夏ごと

に全島集会がその地で開催された。当初は彼らの故地であるノルウェーのグラシング

法 (Gulatingslog) を基礎としながらも、この間に大幅に条項が追加され修正が加え

られた (Kristjansson，14)。その後も 1798年まで、毎年 6月に人々が参集し、約

2週間を費やして、さまざまな係争や訴訟を討議し、また法を発布する、野外の国民議

会としての機能を果たしてきた (Torsteinsson，3)。現代にいたるまでもシングヴ、ェト

リルは、たとえばアイスランド共和国の独立宣言 (1944年 6月 17日)にも代表される

ように、数々の最重要な事項を審議し、歴史的な決定を下す聖地であり続けたのであ

る (Hjarmarsson，160)。シングヴェトリル湖(古名はオルヴス湖)に注ぐオクサル川

が、 Logbergi法の岩j と称する裁きの場に沿って流れている (20 0 0年夏に当地を

実見した)。その清流が、アイスランド各地より集った人々の飲料水になったであろう

ことは想像に難くない。しかしそれだけではなく、神々の審判を仰ぐ裁きの庭に水が

不可欠であったと思う。

さて、エッダ詩において ON.vollr i野;平原Jの用例を見ると、その 16例のすべ

てが「激闘;死;流血Jのニュアンスをともなっている。「ハーヴィの語り Jの 2例の

みは一見例外であるかにみえるが (Havamal〆 11& 49)、Valfodri戦死者の父」と称さ

れた犠牲神オージンが旅する「野Jとみなせば、これらも例外とはならない。ここで

は iA女の予言j の三つの用例と、関連する「グリームニルの語り j の 1節を引用し

ておこう。

3) オージンは軍勢のなかへ (槍を)投げ放ち、射た。

それがこの世で 最初の激戦となった。

アースの砦の 木柵は打ち破られた、

闘争を予見しうるヴァンたちは “戦いの野" (vollr) を採踊しえた。

(i亙女の予言J24) 
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神秘的な女性グッルヴェイグの虐殺と蘇生 (21節)に起因する、アース対ヴァンの

両神族の「この世で最初の激戦j に関する記述である。 folk-Vigi激戦J とVig-SPar

「闘争を予見しうる」の語句は、同じ vigi死闘Jを介して緊密に結ばれ、さらには「戦

場Jとしての vollrのイメージを喚起している。

4) わたしは見た、 オージンの息子パルドルには、

血に染まりゆく神としての 運命が定められであることを。

“野" (vollr) にはひときわ高く、 細いが、いと美しく、

宿り木が 生い育っていた。(iA女の予言J31) 

冒頭にある「わたし」は、シャーマニスティックな忘我状態と詩的陶酔のなかで

パルドルの殺害を不可避の orlogi運命Jとして「幻視しえたJA女をさしている。宿

り木は、「ギュルヴィの幻惑J49章によれば、 Valholli戦死者の宮殿Jの西に生息し

ているという。ロキがこれを入手し、盲目の戦士ホズに手渡し、教唆された方向をめ

がけて後者がそれを「射かけたJとき、宿り木はパルドル必殺の harm-flaugi災いの

投射武器」と化すとされる(i亙女の予言J32)。亙女によって、ここに blodugri血に

染まりゆく j 神と予見されたパルドルの殺害は、こうして実現するのだ。ヴァルホッ

ルの近くに volli野Jが広がっているという描写はつぎの記述にも見える。

5) 聖別された扉の前に、 “野" (vollr) に荘厳にそびえ立つものは、

ヴァルグリンドと称されている。 その囲壁は古さびているが、

いかにして門扉が閉ざされてあるのか、 知る人は少ない。

(1グリームニルの語り J22) 

Valgrindは「戦死者の門または四壁Jの意味で、ヴァルホッルの入り口に当たる。

ちょうど冥府ヘルにも Helgrindr(複数)という名の囲壁がめぐらしであるのと相似的

である。冥府下降の旅をしたヘルモーズが、オージンの馬スレイプニルに拍車を入れ

ると、馬は高々と跳躍し、その冥府の「門J(単数:grind)を飛び越えたという (Gylf

49)。そこへと至る前にヘルモーズは、「冥府の囲壁 (He1 gr indr)を取り巻く」ギョッル

)11 (Gylf 4)を通過している。 4)と5)の記述を統合すると、ヴァルホッルの周辺に、

戦闘と死のイメージが濃厚な vollr野」が広がり、そのー画にパルドルの死を招く宿

り木が生い育っているのだが、近傍の地に流れる水のイメージがひそんでいるようで

ある。外見は「し、と美しき J(mjδk fagr)宿り木が、「姿形のとても美ししリ (svafagr 

alitum)パルドルを殺す武器となるというのは実に皮肉めいている(水野 2002b，216)。

6 )そこへ闇なす竜が

その蛇身はきらめき、

翼に死骸をのせて

空を飛んでくる、

ニザ、フイヨル(i月の丘J) の下方から昇りくる。

ニーズホッグなる竜は

“野" (vollr) の上を飛びゆく。
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さて、かの女は沈みゆかん。 UA女の予言J66) 

ラグナロクいわゆる「神々の滅びゆく定めj の後の描写であるから、「野Jは神々と

魔の軍勢が死闘を繰り広げた戦場をさしている。「かの女j は、 Valfodrr戦死者の父」

なるオージンの神威をまとって fornspjoll r古言Jを語ってきた座女(1節)をさし

ているが、その語りを「かの女は沈みゆかん」という最後のフレーズをもって突如中

断するのである。アースラ・ドロンケによれば、この言い回しは、詩的陶酔から覚醒

した亙女が、おのれの現実世界に連れ戻されてゆくことを示唆しているとされる

(Dronke， 61)。

「座女の予言」の最終 66節が先に引用した 24節と相関をなすことは明らかである。

いわば、ヴァンたちが vollrr戦いの野j を採摘したときが、 fこの世で最初の“激戦"

(folk-vig)Jであったことと対照的に、ニーズホッグという竜が死骸を翼にのせなが

らvollrr野Jの上を飛ぶときには、「この世で最後の激戦Jとしてのラグナロクが終

結することを象徴的に物語っている(水野 2001b，105)。

このように、 vlgr戦闘Jとvollrr野j の概念が緊密に連合された例はほかにも認

められる。「スルトとあの優しき神々が戦闘 (vig) を繰り広げる野 (vollr)は何と呼

ばれているか ?J という巨人ヴァブスルーズニルの問いに対して、オージンは、その

野原は Vfgridrと呼ばれていると答え、「彼らのために戦場 (vollr) として“割り当

てられて" (vitadr) いるその場所は、どの方向にも百ラスタの長さを有するJ、と述

べている (rヴァフスルーズニルの歌J17 -18)。スノレトは、炎熱の領域ムスベッルの

守護者だが、ラグナロクのとき至れば、炎の剣をもって神界に攻め寄せてくるとされ

る(Gylf51)。最終的に神々を滅ぼし去る巨人族や「ムスベッルの子らj の魔の軍勢が

襲来する場所は、ヴィーグリーズの vollrと呼ばれているが、 Vigridrそれ自体が「死

闘の野原Jを意味している(水野 2001b，105-6)。

注目すべきことに、先述した OE.gemetingと同様に、 ON.tingにも「民会;議会Jの

ほかに、「会戦」という意味合いがあった。典型的な例をあげると、ラグナロクにおいて、

魔の軍勢が押し寄せるとき、ヘイムダッル神がギャラルホルンを吹き鳴らし、 fすべての

神々Jの覚醒をうながすというが、神々が宿敵を迎え撃っためにヴィーグリーズの野に集

結するさまが、“okeiga tau ting saman" rこうして彼らはともに tingを開くのだj と記

され、「会戦の火蓋を切るj ことを表現している (Gylf51)。ここでは samanは「相とも

にj を意味する副詞だが、 sam(an)-drattrや saman-samnadrが「ともに集う会合j を意

味するのに対して、 saman-eigaや sam-gangrは「相対侍する闘争;決闘Jを意味してい

る。たとえば、炎の剣をふるうスルトとこれを迎え撃つプレイ神の「決闘」が sam-gangr

で表現されている (Gylf51)。このように、「野Jにて行なわれる「集会Jと「決闘Jが表

裏一体をなすものとして捉えられていたのだ。

近著でも述べたように、パルドルは domrr裁きjの座に臨在する神であったが(Gylf22)、

神々が参集する tingの場で殺されている (Gylf 49)。パルドルはmannhringr r輪形に

取り囲んだ神々 Jの「真ん中j で、いわば「神々の犠牲者」として葬り去られていると解

した(拙著 2002b，286 -305)。ちなみに神々は、世界樹ユッグドラシルの根の下にある

Urdar brunnr rウルズ(運命)の泉j という「きわめて“神聖なる"(heilagr)泉Jにお
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いて、「毎日、裁きの席をもうける j と記され、その場所は「神々の“聖域"(helgistadr) J 

と称されている (Gylf15)0r聖なる水辺での会議」という宗教的な理念、がここにも打ち出

されている。

5.ゴジとゴズ: 民会の首長と神
さて、先述したシングヴェトリルの Altingir全島集会」を取り仕切っていたのは

出身地方を代表する首長であり、 godiの名で呼ばれていた。そもそも全島集会の設立

(930年)の発起人となったゴジたちは、自分たちの父祖が 9世紀初頭のノルウェーの

豪族ビヨルン・ブナに遡る、とみなす「一大親族の集団Jに属していたと推定されて

いる (Byock，93)。当初 36名を数えたゴジが、 965年には 39名、 1005年には 48名

に増加している (Haywood，22)。ゴジは、特定の親族集団の代表者と、各地方の有力

者を中心に選出されたと考えられているが (Byock，94)、ゴジ職に携わる者の数が後代

に増加したことからすれば、その選出は、次第に後者の方式に比重が移行していった

のだろう。しかし、 godiという名は godr神J(単複同形)に由来し、 400年頃のノル

ウェーのルーン文字にもその名が認められる (Byock，94)0hofgodi r神殿祭司Jとい

う語にも表徴されているように、ゴジという職分や権限 (godord) は、ある特定の神

に仕え、その託宣を伝える「神官」から発したのではないかと推定される。集会にお

いては、ゴジが地域民の利害を代表する者として発言権を有するが、その主張を支持

する補佐役はシングメン(複数:tingmenn) と呼ばれていた。 J.パイヨックは近著に

おいて、スラーンド、ヘイム(現トロンヘイム)にて hofgodir神殿祭司j の任にあった

く老〉ソールハッドなる人物をあげ(~植民の書~ S297， H258)、初期アイスランドへ

の植民者たちの間で「神殿祭司Jの職分をとくに設けない場合には、各地の首長が「地

方集会の場を清被し、公的な供犠を執行する責務を負っていたように思えるJ、と言っ

ている。供犠はしばしば儀礼的な宴会をともなうが、首長がホストとなる祝宴におい

て、ある農民代表が賄い役を務める。パイヨックの推定によれば、両者のこうした不

可分な関係が、集会におけるゴジとシングメンの相互扶助の関係を生んだとされる

(Byock， 94)0 

f聖なるウルズ、の泉Jでの「神聖なる会議 (ting)Jの「中央部j で殺されたバルド

ルの神話的モチーフを重視すれば、 go似たち(複数 godar) は元来、水辺での犠牲祭

を執行する中心的な役割りを果たしていたと言えよう。その意味で、アース神族の仲

間入りをさせられたニョルズ、とプレイが、 blot-godir供犠の祭司」に任ぜられたとい

う記録はすこぶる重要である crユングリンガ・サガJ4章)。これら父子神は「平和

と豊傍」を司る神であった(水野 2000b，188)。年に一度、多数の人々が寄り集う民会

の場で、夏の訪れを祝す一大饗宴がはられたに違いない。犠牲獣の肉を共食し、酒杯

を交わして、「親族・同族Jとしての帰属意識を確認し、その結束を固めるところにそ

の饗宴の存在意義があったと思う。少なくとも、草創期の全島集会においては、ピョ

ルン・ブナを共通の父祖と仰ぐゴジたちを中心に、同じ親族としての不抜の精神がみな

ぎっていたはずである。別の言い方をすれば、さまざまな係争の解決と不和対立の解

消を本来の目的とする「集会Jそのものが、広義での同族の平和と繁栄を志向するも

のであった。ちなみに『ラクス川谷の住民のサガ~ (4 -7章)に描かれたく深慮、の>ウ
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ンは、「的確な判断と思慮をもって土地を分け与える女王J(Kristjansson， 276) また

は女神のような人物として人々に敬愛されたのだが、彼女はピョルン・ブナの孫であ

った。その名前 Unnrが udrr波j を意味し、 vinrr友愛の土j に関連があるオージン

の別名ともなりえたというのも単なる偶然ではあるまい (deVries 1962， 635)。ちな

みに「土地と動産を恵与する神」として崇められたのは、「豊鏡と平和j を司るプレイ

の父ニョルズであった。神々への犠牲と饗宴をともなう初期の民会において、人々は、

その聖なる野を基点として、まさに周辺に広がりゆく波のように、「豊傍と平和Jが地

平にあふれゆくことを念願していたのだろう。

決闘の神ウッルが rSifの息子Jであったのはし、かにも示唆的である。 Sifが「同族J

または「血族j の基本概念と結びついていたが、その夫神ソールについて、「神々と人

間たちのなかで最も強いj と称えられ (Gylf21)、 fソールは“力" (ar) をふるい、

イッグ(オージンの異名)の従者たちとアースガルズを守護したJと歌われている (Skm

11)。ここでの arは「豊鏡」を意味し両義的である。アイスランドの農民に最も崇拝

されていたのは、オージンではなく、「豊鏡神 j とみなされたソールであった

(Turville-Petre， 84 -95)。ソールが megin-gjardarrカの帯Jを身にまとうと、そ

のお-meginr神の力j が倍増すると伝えられている (Gylf21)。かれの母は Jordr大

地j の名で呼ばれていた。ソールによって外化される megin-gjardarは、内在する

jardar-megin r大地の豊鏡力」の発現とみなされていたにちがいない。さらに haddr

Sifjar rシヴの髪j は「黄金Jを意味するケニング、だったが (Skm43)、その「黄金の

髪Jは豊かに実る麦を象徴していたのだろう(水野 1987，115-21)。したがって、人間

界の守護神ソールが巨人との「決闘j において発揮する「神力Jは「大地豊鏡カ」と

不可分であり(水野 2001b，116-17)、同時に妻神 Sifの名にひそむ「同族J意識

(Go. sibja; OE. sib) と分ちがたく結び、ついている。このような相補的な観念連合が

古ゲルマンのゲマインシャフトを構築する理念となっていたように思われる。

6.事例(1)~禅殴祭司と民会のゴジ
『エイル住民のサガ』に、大供犠祭を執行して「自分の“親愛なる友" (astvinr)J 

と称するソール神の託宣を得て、アイスランドに移住を決意した人物の話が載ってい

る。モスト島(現 Moster島:ハーロング・フィヨルドの入り口)で大農場を営む「偉

大な“首長"(hofgodi) Jで、フロールヴという名であったが、ソールの「神殿J(hof) 

を管理し、長い髭をたくわえていたことからくモストの髭男 >Torolfrの異名で呼ばれ

ていた。彼は神殿を解体し、その木材の大部分ばかりか、台座の下の土をも船に積み

込み、一族郎党を率いてアイスランドをめざしたという (3-4章)。さて、船がアイ

スランドの南西端のレイキャネスを巡行し西進した後に、彼は神殿の柱を海に投げ入

れた。ソーロールヴは、ソーノレの柱が漂着したところを定住の地とすることをかねて

より口約していたのだ。こうしてスネーブェル岬を西に巡行し、やがて入り込んだフ

ィヨルドをプレイザフィヨルドと名づけ、後に Hofsvagr(i神殿の入り江Jの意)と命

名する入り江に船を着けた。周囲の土地を検分し、やがて、その入り江の北端に、ソ

ールの神像や柱が流れ着いているのを見つけたので、以来そこはソールスネス(iソー

ルの岬J) と呼ばれている。こうしてソーロールヴは同行してきた人々の定住地をさだ
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め、 Hofsvagrに大きな農場を作り、これを Hofsstadirと名づけ、またそこに大神殿を

造営したという。その神殿の内奥部にある部屋の中央に、「祭壇に似た台座」があり

重さ 20オンスの腕輪がその上に置いてあるとされ、続いて次のように記されている。

人々はその腕輪にかけて、ありとある誓約を立てねばならなかった。すべての“集

会"(mann-fundir) に際して、“神殿祭司"(hofgodi) は手にその腕輪を着けてゆ

かねばならなかった。その台座の上に“供犠の容器"(hlautbolli)が置かれてあ

り、その中には“供犠の枝"(hlautteinn)一潅水式の刷毛のようなものだがーが

あった。それは容器から血を振り撒くためのものであった。この血は、供犠の血

と呼ばれたのだが、“特定の神々に" (godunum) 捧げられる生け賛の血であっ

たo ・(中略)・・・すべての農民たちはその神殿に税を払わねばならず、彼ら

は“神殿ゴジ"(hofgodi)が民会に旅立つときには随行しなければならなかった。

それは、ちょうどシングメン (tingmenn) が彼らの“首長"(hofdingi) を補佐す

るのとよく似ている(~エイル住民のサガ~ 4章)。

ソーロールヴはその名の通り、きわめて敬度なソール信仰者として描かれている。

この記録によれば、ホヴゴジ (hofgodi) という同じ職分名について、基本的に三通り

の役割が区別できるようである。まず最初に、(1 )フロールヴがノルウェーのモスト

島で「大農場Jを営んでいたとき、ホヴゴジは一族集団を従えた「豪族Jの意味を有

している。彼はこの頃くモストの髭男 >Torolfrの異名で呼ばれるほどに、ソールに対

する熱心な信仰者であった。 hofgodiはここでは文字通り「ソールの神殿を管理する祭

司」を意味している。(2 )アイスランドに移住した後も、彼のソール崇拝の熱意はあ

まり変わらないように見えるが、定住地で造営した神殿の内部の祭壇で犠牲祭を執り

行うとき、 hofgodiは本来の性格を変え、ソールひとりを崇める「神殿祭司」から、複

数の「特定の神々 Jに奉仕する f犠牲執行者jの役に成り変っているように思える。(3 ) 

通常は神殿の台座に腕輪が安置されてあるのだが、集会に参加するときになれば、そ

の都度ホヴゴジはその腕輪を着けて旅立つ。この場合、管理してきた神殿を離れるの

であるから、「祭司Jとしての役柄を一時的に放棄したことを意味している。したがっ

て、(1 )や(2 )の特性と区別するために「神殿ゴジj と訳出した。その旅には農民

たちが不可欠の要員として付き随ったとされる。

さて、(4 )こうして民会の場に到着した hofgodiは、シングメンと連携しながら、

地域農民や親族の利害を代表して弁論・討論を展開するのだが、そのとき彼は「神殿

ゴジJとしての旅を経過することによって、「神殿祭司Jとの役柄からほぼ完全に脱却

し、神々の英知を身にまとったゴジ (godi) に変貌をとげるとみなしうる。

7.事例(2):民会と決闘と犠牲

『エギルのサガ~ 65章に、エギル・スカツラグリームソンとくちびの>アトリの決

闘の記述が見える。ホルザ、ランド地方へ航行の途中で、エギルは仲間とともにフェン

ブリング島(現ベルゲン北西の Asko)の Askrに立ち寄り、くちびの>アトリに対して、

「自分と妻アースゲ、ルズが正当に所有すべき財産(土地と動産)Jの返還を要求した。



アトリにしてみれば、それは自分の兄ベルグ・オヌンドがエイリーク玉より授与され

た財産であって、しかもエギルによって二人の兄弟が殺されているという恨みがあっ

た。そこで両者相譲らず、グラシングに出席して法の裁きを受けよう、ということに

なった。そこでエギルは仲間とともに北のソグンへ向かい、グラシング開催のときを

待った。

さて、民会の場で、エギルとアトリは裁定を下すべき人々の前で、それぞれ本件に

ついて陳述し弁舌をふるった。エギノレは財産返還を申し立てたが、アトリは 12名の宣

誓証人を立てて自己弁護をはかった。そこでエギノレはアトリの方へ進み出て、財産の

返還なくしてアトリのための宣誓を受諾することを拒否し、こう言い放つている。

「私は君に別の“法"(log)を提示したい、つまり、われら二人がこの“民会"(ting) 

の場で“決闘"(hol町)して、その勝者が財産を受け取るのだJと。

この発言の中に典型的に認められるように、「民会j での激論が、状況によっては、

しばしば「決闘Jに早変わりしたようである。しかも、その直後に次のような重大な

一文が記されている。

エギルが述べたことは、これまた“法"(log)であり、自分の弁護をしたり、あ

るいは告訴すべきときに、そのいずれ側であろうとも、相手に“決闘"(holmganga) 

を挑むのは正当である、という“古来の慣行" (forn sidvenja)があった。

このように告訴人か被告人であるかを問わず、民会における自己の主張をまっとうす

るために、武閥的な手段に訴えることは、彼らの「法j と f慣行j に照らして rettr

「正当であるJとみなされていたのである。

ともかくこうして両者の決闘となるのだが、その場所に引き出された「大きくて老

いた牡牛j が blot-nautrr犠牲の贈物Jと呼ばれたという。決闘では最終的にエギル

が勝利し、その後ただちに供犠の牡牛を屠殺している。こうしてエギルは、かねてよ

り主張していた「すべての土地j を所有するところとなった、と記されている。旧稿

で触れたように、「犠牲の贈物Jと称された牡牛は、勝手IJを授与し「正義と誓約」を司

る神テュールに捧げられたと推定できる(水野 1981)。

先述したように、 holm-gangaは字義的に i)11中島または小島へ決闘に出向くこと J

を意味し、決闘は、まさしく水辺にて、競合する当事者の f主張Jについて、神々の

domr i審判Jを仰ぐところにその原義があった。グラシングという名の民会の場所は、

ソグネ・フィヨルドへの入口の海辺に位置している。したがってエギル・スカツラグ

リームソンにとって、「グラシングの法J(Gulatingslog)に照らして、 damai裁定を

下すJべき人々の前で自己主張の弁論を繰り広げることと、水辺で敵手と決関するこ

とはほとんど等価であったといえる。民会における論争と決爾の当事者たちは、いず

れもある特定の親族の代表者として、自己の主張や権利の「正当性j をめぐって、激

論または激闘のデモンストレーションを行なっていた。繰り返すと、民会と決闘はい

ずれも「水辺での神占」の意義を有していたことになる。

8.事例(3):館の中での決闘



水辺での h61mrr決闘Jと異なり、ソール対巨人ゲイルロズの「対戦」は leikrの名

で呼ばれ、ゲイルロズの「館 (holl) の中」で行なわれている (Skm26)。この場合

ソールは、ロキのある失策が原因で、かれの戦闘必需品としてのミョルニル槌、力の

帯、および鉄の手袋を持たずに遠征させられている。しかしその途上で、女巨人グリ

ーズのところに立ち寄り、代用となる三穫の武具(彼女の力帯、鉄製の手袋、および

梶棒)を借り受けている。そして、「あらゆる川のなかでも最大の」ヴィムル川 (Vimur

f奔流Jの意)をソールが徒渉したときのこと、急に増水してきたので、ふと上流付

近を見やると、ゲイルロズの娘ギヤールプが用を足していた。そこでソールは、川底

から大石を取りあげて、彼女めがけて投げつけ、次のように言葉を発したという。「水

口から、ふたがねばなるまいてJと。

女巨人の名前 Gjalpは、 OE.gielpr自慢;虚栄;見せびらかしJに関連がある。し

たがって、ここで「水口 Jと訳した原語 ωsは、り11水の流出口 Jあるいは「水源j と

いう字義的な意味のほかに、「小水の出口としての女陰」を示唆している。思うに、こ

の神話は、大物主の神に見初められたセヤダタラヒメが「大便まる」ときに、「溝より

流れ下れるJ丹塗り矢(火雷神の象徴)によって女陰(ホト)を刺されたという日本

神話(神武記)と構造的に一致している。

ともかくもソールは、この時に溺れかかるところを岸辺のナナカマドにしがみつい

て助かったという。ロキがソールの遠征に同行しているものの、さしたる働きをして

いない。しかし、火雷神ソールがお-megini神力Jを発揮する上で不可欠な logii火J

の化身として、 Lokiがその傍に控えているのだろう。

こうしてソールは巨人ゲイルロズの屋敷にたどり着いたが、 geita一husr山羊小屋J

が宿泊所にあてがわれたという。ソールはそこにひそんでいたゲイルロズの二人の娘

を懲らしめた。さて、いよいよゲイルロズは、ソールと leikri対戦Jしようとして自

分の「館Jの中へと呼び寄せたというのだ。「その館内の隅々に、大いなる火が燃えさ

かっていたJと記されている。「最大の)11Jというヴィムルの奔流と、「大いなる火j

の描写はまさに好対照をなしている。ここで用いられた leikrは多義的で、「遊び;ス

ポーツ;試合Jとし、った意味がある。その戦闘方法はいかにも奇妙であり、ゲイルロ

ズが赤熱した鉄塊を投げつけ、それを鉄の手袋で受け止めたソールが相手に投げ返す

というものであった。ソールが投じた鉄塊は、館の支柱とゲイルロズの体を突き抜け、

さらには壁を突き破って、外の地面にめりこんだという (Skm26) 0 r燃えさかる火炎J

や「赤熱した鉄塊Jのモチーフを注視すれば、この巨人が鍛冶師の風貌を秘めており、

ミョルニル槌を所持する火雷神ソールと似たもの同志であるとみなしうる。「踏繍j と

の関連を示唆するセヤダタラヒメの神話との対応関係がより緊密になってくる。

全体の粗筋を追ってみると、両者の「激闘」があった屡敷は、ヴィムルの奔流の近

隣に位置づけられるだろう。先述したように Leikangerや Leikongなどのノルウェ一

地名は、 ON. leikvangir i (家畜の遊ぶ)放牧地」に由来し、「水辺j からやや離れた

所に位置している。この視点をもってすれば、ソーノレがヴィムル川を渡った後に、ま

ず最初に山羊小屋に招じ入れられたという話の脈絡は、充分に納得がゆく。山羊小屋

の周辺には、 vangri牧草地Jが広がっていると想像できょう。 Okut6rri(山羊の引く)

車を操るソールj という異名にみられるように、山羊はソールの神獣であった。
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9.遊び・詩歌・戦闘および犠牲の祭認
ON. leikrは OE.lacr犠牲;捧げ物;戦利品;遊び」と同系であるが、とくに後

者に「犠牲jの意味があることに注目したい。 OE. beadu-lac; heado-lac r戦いの遊

びjや sweorda-gelacr剣の遊び」は「戦闘jを意味する複合語であった。ちなみに

動詞 OE.lacanとON.leikaは「ゲームをする;遊ぶJのほかに「武器を(激しく)

振る;勇武の業を示すj を共通の意味として有している。遊びと戦闘行為がある共

通の概念を仲介としながら、根底で結びついていたと思われる。 ON.leikrと OE.lac 

の関連語葉について、「波の上で揺られる舟の動き、空を上昇したり下降したりす

る烏の飛湾、揺らめく炎の動きなどJを表し、そのような活動の概念が「ゲーム、

遊戯、演奏、舞踏などj の概念に適用されていった、と説かれている (Bosworth& 

Toller， 603)。

一方、 J・グリムの推定によれば、 leikrその他の同系語は「犠牲にともなう舞踏

や SpielJが原義であったが、後に「捧げられる贈物(供犠物)それ自体Jを意味する

にいたったとされる (Grimm，32) 0 OHG. leihが r旋律;歌j の意で用いられ、 Go.

laiksが Gr.chorosi踊り jの訳語 (iルカ伝J15・25) に当てられていたことを重視

した説だろう。ここでグリムが提示した Spielは、前後の脈絡からみて「演奏と歌」

をさしているようだが、 Spielそれ自体が「試合;競技;ゲーム;遊び;演劇Jを

含む広い概念である。はたしてグリムが思い描いた犠牲祭の原風景のなかに、とく

に「試合や競技j あるいは「詩歌」の要素が含まれていたかが定かではない。

OE.Gudlac (ON.Gunnleikr)、OE.Hygelac(ON.Hugleikr)などの人名に用いられた

ことから推せば、 lacは身体の動きに加えて、ある心的または霊的な状態を表わし

えたと思う。ただし F.ロビンソンは、 lacを「軽薄Jまたは「心の動揺;狼狽Jと解し、

ON.hug"""'leikinを「心の混乱;動揺jの意味に解釈しているが (Robinson，217)、それ

が原義であったとは考えられない。“hugleikin(n)"の用例(iA女の予言J22) 

は、 seidrという呪術を駆使して「人心 (hugr) をたぶらかすJことを意味してい

るが、その直後に、「淫らな女たち」がその呪術に熱狂し、錯乱状態に陥ることが

記されている。ちなみに Go.laikanは「跳び、はね、うごめく jを意味し、“聖霊に

満たされた"母の胎内にて「躍動する j いのちを表わす用例があり (iルカ伝J1・

41/44) 、OE.lacも本来は f霊的に昂揚した濠依状態Jをさしていたと考えられる。

そもそも戦闘行為には、「オージンに戦士を犠牲に捧げる Jという儀礼的な側面が

あったという指摘がなされている (Smyth，270)oGudlacや Hadulac{<heado-lac)な

どの人名は、したがって「戦闘に心身を捧げ、またオージンの神霊 (odr) が態依

するものJを意味している(水野 1999，'25-8)。戦闘と犠牲はまさに表裏一体であ

った。たとえばく侯の詩人>ソールレイヴによると、ノルウェーのハーコン大王

(995年没)は異教の崇拝者で、 9人の敵将をオージンに捧げたと伝えている (Skj.

B， 1， 132) 。またハラルド美髪玉に仕えた詩人くわたり鶏の>ソールピョルンが、

砂地で討たれた者はFriggの夫(片目のオージン)のところへ送られる、と歌ってい

る (Skj. B， I， 24)。

ここで、「水辺の館Jの中でのソール対ゲイルロズの「決闘Jが leikrと呼ばれてい
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たことが改めて想起されてくる。多分に後代の変容をきたした伝承であろうが、「赤熱

した鉄塊」を投げ合うという leikrの仕方はし、かにも遊戯的である。神々と巨人とい

う異族を代表する両者が、 leikrr一種のゲームにも似た闘技Jいわば模擬戦を演じて

見せる状況は、犠牲祭を執行する人々の間にも存在したと考えられる。遊び、闘争、

競技、そして祭杷の相互連関については、すでに J・ホイジンハがかの名著のなかで論

及している (Huizinga，101-18)。この意味で、ソールの投じた鉄塊が、舘の支柱とゲ

イノレロズの体を突き抜け、さらには壁を突き破って「外のあの大地J(utan i jordina) 

にめりこんだという記述は無視できない。この表現でもって、両者の決闘の語りが忽

然と終わり、詩人エイリーヴ・グズルーナルソンがこの「故事」にちなみ、「ソールへ

の讃歌J(Torsdrapa) を創作した、と付言されている (Skj. B， 1，139-44参照)。

Geirrodr ( r槍の守り Jの意)と称された巨人は、鍛冶師の風貌を秘め、人間界の守護

神ソールの分身のごとき特性を有するが、あたかも火雷神の代理として「大地への犠

牲J(血祭り:blot) とされたかに見える。ここでは sagar故事」に基づく詩作となっ

ているが、 leikrの原義に重きをおけば、元来は犠牲の場において「決闘の勝者」を称

賛する即興詩であったと考えられる。同じ詩人エイリーヴは、 1000年頃にキリストを

鎖仰する詩を作っているが、残存するその断片によれば、キリストが「南のウルズ(運

命)の泉の近く」に位置する「山の神々の土地」に座している、と歌い上げている

(Kristjansson， 112)。この詩歌ではキリストが「ローマの力強き王」に見立てられて

いるものの、主キリストが「運命の泉Jに降臨するというのは、「水辺での裁き」とい

う異教の図式に則った諮りとなるだろう。なぜならば、ウルズの泉は元来、オージン

を筆頭とする神々が「毎日、会議を開く聖域Jであったから (Gylf15)。

『ニヤールのサガ~ 102章によれば、異教を信ずる女詩人ステイヌンがサングプラン

ド神父 (997-99年にアイスランド布教)に向かつて、「ソールはキリストに“決闘"

を申し込んだが、キリストはソールと闘おうとしなかったJという言葉を投げかけた

という。キリスト教の布教に際して、根強いソール崇拝が障壁として立ちはだかった

ことを示す一節であるが(水野 2000a，106)、ここでの「決闘Jの原語はやはり「水辺

の地j を明示する hõlmr である (Brennu~何'áls saga， 265)。

ノルウェーには、先述した ON.Leikvangr(または-vangir) のほかに Leikvinや

Leikvollrに由来する地名が現存している(現 Lωken，Lekvoll)。いずれも教会に近接

しているが、古くは異教の崇拝地または民会の開催地であったと考えられている。 T.

グンネルは、野外での「大掛かりな、組織的な leikr(種々の闘技やゲーム)がきわめて

古き時代より、社会生活の中心をなしていたJと推察している (Gunnell，30-31)。そ

して古アイスランドの資料に基づき、 leikrの意味内容には、剣の演技、闘技、球戯

(knattleikr; torfleikr)、水泳、短貧Ij投げの芸当ばかりか、音楽、子供たちのゲー

ム、チェスゲーム、恋の戯れ、手品、そして seidrと呼ばれた呪術も含まれていた、

と言っている (Gunnell，26-7)。しばしば予言的な詩歌や呪文をともなうセイズは北

方のラップ人より修得した一種のシャーマニズムであるという指摘がなされているが

(Stromback， 121)、グンネルは「カーリ(フルートの息子で 12歳)が leikr(所定の

儀式と呪歌をふくむ魔術)をかけられて、眠らされたJ話 cwラクス谷の住民のサガ』

37章:原文 p. 106) などの用例をあげて、 leikrにひそむ儀礼的・魔術的な側面を重
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視している (Gunnell，27-28)。

さて、もはや詳論する余白はないが、夜の間に「屋敷の外Jから leikrr魔術」をか

けられたカーリは、「外をのぞき、魔術 (seidr)の現場に行った途端に急死したJと

される。 leikrはまさに生死にかかわる呪術であったことになるが、この事件が起きた

のは「ある夏の民会 (ting)Jが終って間もない頃であった。しかも、カーリの父フル

ートがエルドグリームという男を殺したことで、かえって甥の Torleikrを激怒させて

恨みをかい、そのことが原因で、彼の依頼を受けた者たちによって、フルートの屋敷

の外でf大掛かりな魔術(seid)Jすなわち leikrがかけられたのであった (p.105-06)。

そもそもエルドグリームはソルレイクの「放牧中J(leikrの基本概念)の馬を盗んだ

ために、ブルートによって殺されたのだった。また Torleikrという名は「ソーノレの闘

技j の意味に解しうる。そして付言すると、フルートの農地 (Hrutsstadir) は、ブヴ

アムスフィヨルドの近傍に位置していた。「夏の民会j の時節に「水辺の地Jにて「犠

牲者Jが出るという語りの基本構造は、「決闘と民会の野Jという古来の図式に則って

いると言えよう。

全島集会の聖地は古くは単数形 Tingvollぽだったが、ソールの領有地 Trudvangar

fカの野Jと同じく、複数形で Tingvellirと呼ばれて今日にいたっている。この事は、

民会の野の此処かしこの区域に親族が集い、広義での leikrに打ち興ずる人々の姿が

見受けられたことを示唆しているのではないか。 holm-stefnai決闘の場j で行なわれ

たソール対フルングニルとの einvigir決闘Jが、その名の通り真剣味を帯びているの

に対して、ゲイルロズとの leikrr闘技j は遊戯的な要素を含んでいる。しかし、いず

れもその対戦相手は「神力Jをふるうソールによって滅ぼされている。多岐にわたる

意味内容を含む leikrの根本概念として、グリムに倣って、ある種の「犠牲の祭舵J

を仮定することはやはり必須となるだろう。おそらく初期の段階から、犠牲祭にとも

なう「予言・祈願・予祝あるいは勝利の歌Jも leikrの概念に包摂されていたにちが

いない。しかし、民会における祭記的・遊戯的・儀礼的な要素が次第に捨象され、ま

たは衰退していったときに、たとえば平和を寿ぐ「予祝の歌Jとしての leikrが、敵

対者による「呪誼(かしり)の歌j に転じるのは比較的容易となっただろう。

さて、 Freysleikr rアレイの遊びj は「戦闘Jを意味するケニングであった crハ

ラルド美髪玉のサガJ15章)。本稿の序で触れたように、プレイの父神ニョルズの原姿

を部分的に反映したネルトウスは、時を定めて「水辺j に参着し、「平和と豊鏡Jを招

き寄せる terramater r大地母神Jとして崇められていた。記録者タキトゥスは、ニョ

ルズとその娘プレイヤの特性を誤認したのではあるまし、か?その祭日のときには、

人々の聞で「平和と安息j が強く意識されたというのだが、民会の場においても、同

族の平和と豊僚という同じ理念が存在していたにちがいない。ただし、先述したよう

に、その聖なる野原の一酉は、状況によっては古法にしたがい f決闘Jの場に成り変

りえた。したがって、 Folkvangarr民(軍勢)の野J(複数)を領有していたとされる

フレイヤこそ、このように両義的な聖域に示現するにふさわしい女神だったと思う。

そして決闘の神ウッルを継子とするソールは、 Trudvangarr力の領野Jに比定しうる

民会の場を清放し、これを守護する神とみなされていたに相違あるまい。
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注:

作品の略記は慣例に従った。

Gylf: Gylfaginning Skm: Skaldskaparmal Skj: Skjaldediktning 
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